
 

 

 

 

 

 

第 82 号 令和 8 年 

2026 年 2 月 1 日発行 

10/30 カラスウリ 

問い合わせ先 

 080-5460-5775(中村)  

 090-7230-4847(佐藤) 

090-2476-1361(石井) 

☆行事等は変更になることも、あります 

☆粘菌交流館住所 市原市東国吉 495 

       いちはら粘菌の会 

 

 

いちはら粘菌の会 

白梅 1/18 

 釋蔵院 境内 

粘菌学校と新年会 1/11 

☆南方熊楠ゼミナール 参加報告 

「南方熊楠と福沢諭吉 

慶應義塾と和歌山」  

☆新年もワイワイと学び、   7 名 

楽しいスタートとなりました。 

 

2 月 8 日(日)  13:30～15:00   粘菌交流館  

  粘菌学校と例会  

  ・―南方熊楠フォーラム in 上野― 参加報告 

・ビデオ研修＜変形菌についての動画より＞ 

2 月 18 日(水) 9:30～11:30   市原市民会館 2 階会議室 

 第 43 回ふるさとをつなぐ会 

講演「養老川舟運と五井川岸研究の現状と課題」 

   講師：中林正憲さん  

    ☆申し込みは不要、直接会場へ 

3 月 15 日(第 3 日曜日)  

13:30～15:00 粘菌交流館別館 

・粘菌学校 後日お知らせします。 

・例会 今年度から新年度への方向について 

 

 

 

 

行事予定 

おめでとう！優勝 1/25 

大関 安青錦(21 才)  

☆ウクライナの人々に喜びの 

ニュースが流れました！！ 

 

 

熊楠記念館 60 周年記念 

展示目録が市役所に展示されています。 

 大寒の冷え込む朝に、凛とした白

梅が開花をしていました。春の訪れ

を一番に知らせてくれているよう

です。 

日本海側の記録的な大雪、そして

寒波による緊急事態が世界各地で

発生しています。私たちの暮らしは

気候変動の予測不能な変化の中に、

あるのですのですね。 

粘菌は遥か数億年を地上に適応

し生き続けています。その知恵はど

こにあるのでしょう？  

―100年早かった智の人― 

東洋の学問、アメリカ、イギリ

スでの最先端の学問を学び帰

国。博物学、生物学……。粘菌

の研究、自然保護運動は熊野

の世界文化遺産へと。 
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